
令和６年度デジタル田園都市国家構想交付金　効果・検証 【交付金種別】地方創生推進タイプ ※事業費等の単位は円

No 交付金対象事業名称 事業目的・概要

総合戦略の位置づけ

事業開始 事業終了

財源内訳

交付金 一般財源等

小計（ソフト） 154,150,000 154,150,000 77,075,000 77,075,000

小計（ハード） 0 0 0 0

合　　計 154,150,000 154,150,000 77,075,000 77,075,000

重要業績評価指標（KPI） 単位 事業開始前 KPI R5 R6 R7 R8 R9 累計増加分 夢大地さらべつ推進委員会評価

目標値 30.00 20.00 20.00 70.00

実績値 872.00 1,010 1,882.00

目標値 2 3 5 10

実績値 2 3 5

目標値 2 1 0 3

実績値 3 4 7

目標値 1 1 1 3

実績値 0 1.0 1

1 持続可能な農村エコシステム構築事業

基本目標１、２、４
横断的な目標２

令和５年４月 令和８年３月

実施事業名 総事業費 交付金対象
経費

実施内容

ソフト
内訳１

共助型地域交通物流システム 54,950,000 54,950,000 27,475,000 27,475,000

自動運転サービス：冬期実証、自動運転路線の拡大
自動配送サービス：冬期実証（機器改良）
ドローン物流：牧場から農協への試料配送実証

ソフト
内訳２

国際競争拠点を形成する新たな農村エコシステム
の構築

70,000,000 70,000,000 35,000,000 35,000,000
ロボトラと連携して使用する「プラウの自動反転技術実証」、「ポテトハーベ
スターの技術実証」

ソフト
内訳３

ブロックチェーンを活用した分散ストレージシステ
ム

25,000,000 25,000,000 12,500,000 12,500,000
分散ストレージシステムの構築

ソフト
内訳４

通信基盤のメッシュ化及びセキュア通信 4,200,000 4,200,000 2,100,000 2,100,000
ナーブネットの拡大とスターリンクの増設

ハード
内訳１

共助型地域交通物流システム - - - -

ハード
内訳４

通信基盤のメッシュ化及びセキュア通信 - - - -

1 共助型地域交通物流システム利用者の実数 ％ 0.00 

2
自動農機（無人ロボットトラクター・ドローン）の導
入数

台 2 

3 離農者数の減少 人 0 

4 企業誘致の増加 社 0 

　交通分野においては、農村エリアの交通に課題があるため、共助型地域交通物流システムを導入し、ドライバー不足を解消しヒト・モノの移動を降雪時
期を含め最適化を図る。農業分野においては、飼料の確保に向けて国内の生産資源を最大限活用する生産基盤強化としての耕畜連携が、食料安全保
障の観点でも不可欠であるため、国際標準での完全無人大型酪農地帯のISOBUS開発実証(国際標準のロボティクス・衛星データ)により労働時間を低
減し、作業履歴データを蓄積し、営農システム（施肥、散布量等）にデータを活用する。さらに、収量を予測するとともに、生産管理を的確に行うとことで、
省力化・高付加価値化を行うために、気象・農業ビッグデータから収穫時期予測を行う。また、気象条件の変化に伴う生育作物の予測（100年後の既存
作物の適正予測）を行うことで、長期予測データに基づいた農業経営技術を構築する。通信分野においては、本事業で扱うデータが膨大になることから、
高速安全な通信とデータ保管の安全性をブロックチェーンを活用した分散ストレージシステムにて確保し、通信基盤のメッシュ化（衛星スターリンク）を行う
ことで、災害にも強い高速安全な通信とデータ保管の安全性を確保する。

概ね問題なく事業を推進しており、各
事業実施内容スケジュール・ＫＰＩに
ついて改善・修正等の意見なし。



現況・課題

地域交通物流：自動運転は運転手を増やせず運行日数が限られており、冬期実証の結果の蓄積は進んでいる。また、L4運行は現行のベンダーでは難しい状
況である。サービスデマンドは利用者が増えており順調に浸透している。物流ではロボット配送冬期実証を実施し、車両改良にて走破性が上がり機体は積雪地
域でも通用しそうである。新たに実施したドローン物流は、牧場から農協まで試料配送を実施。成功はしたものの利用シーンを増やさないと商業ベースでの利
用は難しそう。
スマート農業：ロボトラは実装に向け作業機の実証を進めており、試験圃場での稼働は順調に進んでいる。ドローンの利活用は村内事業者が２５０ｈａでの実
施、各農家がそれぞれ行う様子もあり、活用が広がっている。開花予測については誤差が少なくなっている。
ブロックチェーン：システムの構築が進行しており、構築後のサービス運用に向け検討を開始した。
通信基盤のメッシュ化：通信エリアの拡大やスターリンクの増設を実施。一部地域での通信環境が悪いため、次年度改善に向け事業実施。

阻害要因・分析・
対応

全体として人件費や資材費が上昇しており、当初想定していた事業を絞り実施している。また、自動運転Ｌ４への引き上げやＩＳＯＢＵＳ化へのベンダーロックイ
ンなど、事業全体を官民連携で実施していることから、行政として実現したい将来像があるが企業側の要因により達成が困難になる事業も出てきている。

今後の方針・
見直し

各事業において３か年計画の完了に向け、実証の結果を総括するとともに今後のサービスのあり方等を検討していきたい。



令和６年度デジタル田園都市国家構想交付金　効果・検証 【交付金種別】地方創生推進タイプ ※事業費等の単位は円

No 交付金対象事業名称 事業目的・概要

総合戦略の位置づけ

事業開始 事業終了

財源内訳

交付金 一般財源等

小計（ソフト） 32,168,000 32,168,000 16,084,000 16,084,000

合　　計 32,168,000 32,168,000 16,084,000 16,084,000

重要業績評価指標（KPI） 単位 事業開始前 KPI R6 R7 R8 R9 R10 累計増加分 夢大地さらべつ推進委員会評価

目標値 3 3 3 9 

実績値 2 2 

目標値 2.00 2.00 2.00 6.00 

実績値 -12.30 -12.30 

目標値 5 10 15 30 

実績値 8 8 

目標値 45 45 45 135 

実績値 48 48 

2
更別村スーパービレッジ構想におけるコミュニティナース
とともにつくる地方創生

基本目標４

令和６年４月 令和９年３月

実施事業名 総事業費 交付金対象
経費

実施内容

ソフト
内訳１

多世代へのコミュニティナースの普及：調査啓発、
計画準備

25,508,000 25,508,000 12,754,000 12,754,000

村民のウェルビーイングプランのヒアリング47件の実施、村民向けワーク
ショップの開催、成人高齢者等の訪問事業にて110名の個人宅訪問及びヒ
アリングを実施。

ソフト
内訳２

多世代交流事業：企画検討・実証 5,580,000 5,580,000 2,790,000 2,790,000
郵便局、JICA、地元高校、その他地元企業など村内外の団体と連携したイ
ベントを27回実施(延べ1458名の参加)

ソフト
内訳３

他地域からの研修受け入れによる関係人口の増
加

1,080,000 1,080,000 540,000 540,000
道外からの視察受け入れ4件、インターン２名の受け入れ、道外内での講演
6回の実施

ソフト
内訳４

1 地域の人口・世帯数 人 -13 

2
住民のウェルビーイングアンケートの「健康状態」
の指標の増　

ポイント 77.35 

3 商店街でのウェルビーイングプランの実現数 件 1 

4 村民コミュニティナースの登録者数 人 40 

現況・課題

訪問事業や交流イベントの実施を通して多くの村民との接点を作ってきた。特に本年度は、昨年度までの高齢者中心のアプローチから若者世代へのアプロー
チを拡大してきた。接触回数は昨年度と比べ多くなっているものの、「コミュニティナース＝高齢者が使うサービス」のイメージが強く、認知度は高いが村民コミナ
スへの登録や活動への積極的参加数が高齢者の割合が多くなっている。結果として若者層の行動変容が不十分である。

阻害要因・分析・
対応

多世代への普及に向けて今年度より活動の幅を広げてきたが、昨年度からの継続活動はコミュニティナースの活動が高齢者の生活動線が中心となっており、
連携する外部団体等も特に高齢者の暮らしを支える団体組織との連携が引き続き色濃く残っている。

今後の方針・
見直し

昨年度の更別農業高校との連携に加えて、小・中学校、保育園など幅広い教育関連機関にアプローチすることで、多世代交流イベントへの若者層、特に子育
て世帯への関与を強めることでコミュニティナース事業への参画を促す。また、医療や行政関係機関だけでなく、地域の民間企業やサークル活動等を行う団体
との連携強化による多世代交流の場の創出の提供及び村民コミュニティナースの存在や役割の周知や理解の促進による登録者数の増加を目指す。

　現在の日本の社会は人口減少局面に入っており人口は増えないものと想定されており、このまま公助と自助だけでは補えないのは明らかである。長年
村の医療を支えている村国保診療所の山田ドクターは「すでに村内の介護が大変な状況であり、公的福祉も含めてマンパワーが追いついておらず、支
えられなくなる」と警鐘を鳴らしている。そこで必要になってくるのが共助の考え方であり、これまでの事業から拡大し実施するのが更別村におけるコミュ
ニティナース事業である。具体的には、65歳以上の村民をターゲットとしていたが、多世代へのコミュニティナースの普及させるため、40歳から64歳の年
齢層も対象とする。また、多世代交流が可能となるイベントや講座、ワークショップ等を通じて、多世代交流事業の確立を行い社会的つながりを広げてい
く。さらには、他地域からの研修を受け入れ、出身地域における課題解決への取り組みについての情報交換や、村でのコミュニティナーシングの実践に
向けた検討をともに進め、村内の受け入れに係るすべての関係者が村外者との交流によって、より多くの社会的つながりが生まれることを目指し関係人
口を増やしていく。

概ね問題なく事業を推進しており、各
事業実施内容スケジュール・ＫＰＩに
ついて改善・修正等の意見なし。



令和６年度デジタル田園都市国家構想交付金　効果・検証 【交付金種別】地方創生推進タイプ ※事業費等の単位は円

No 交付金対象事業名称 事業目的・概要

総合戦略の位置づけ

事業開始 事業終了

財源内訳

交付金 一般財源等

小計（ソフト） 9,900,000 9,900,000 4,950,000 4,950,000

合　　計 9,900,000 9,900,000 4,950,000 4,950,000

重要業績評価指標（KPI） 単位 事業開始前 KPI R6 R7 R8 R9 R10 累計増加分 夢大地さらべつ推進委員会評価

目標値 2 3 4 9 

実績値 2 2 

目標値 10,010 11,011 12,112 33,133

実績値 12,817 12,817

目標値 30 30 30 90 

実績値 13 13 

目標値 30 45 90 165 

実績値 26 26 

3 村内外から人の流れをつくる交流促進事業

基本目標１、２、４
横断的な目標２

令和６年４月 令和９年３月

実施事業名 総事業費 交付金対象
経費

実施内容

ソフト
内訳１

村内外から人の流れをつくる出会いと交流事業 6,200,000 6,200,000 3,100,000 3,100,000

本事業では、村内外の人たちとの交流の機会を創出するために、「①更別
村の特色のある料理づくりなどを通じた特別な人間関係の構築事業」「②更
別の既存ストックの利用方法の転換を行い魅力的な場所や交流機会の創
出事業」について実施した。①では、村内の飲食店と連携して実施した料理
教室の開催、JAさらべつとの商品開発に向けた協議の実施、また道内の新
聞での掲載を行った。また、②では、本事業およびSocial Knowledge Bank
合同会社の宣材動画の作成、村内の喫茶店に実施したSNSの活用方法に
ついての講座の開催、村内の2つのスナックをweb会議システムを活用して
繋げるデジタルスナックを実施した。

ソフト
内訳２

村内外から人の流れをつくるまちづくりエンターテ
インメント事業

3,700,000 3,700,000 1,850,000 1,850,000

本事業では、「③先進デジタル技術を用いたエンターテインメントを介した新
しい出会いの創出と知見の深化事業」として、デジタル技術を持つ企業が提
供するエンターテインメントを介して観光客を呼び込み関係人口を増やすこ
とを目的とし、更別村スーパービレッジ構想において、農業や配送の分野で
活用が図られているドローンに着目したドローン体験会の実施、および、更
別村内の広大な風景を3D空間化させデジタルアートを展示するための3D空
間の整備を実施した。

ソフト
内訳３

ソフト
内訳４

1 当事業の関係人口構築による新規移住者数 人 0 

2 更別村の宿泊観光入込数 人 9,100

3 当事業による更別村の公共施設の施設予約件数 件 20 

4 交流事業への村内外からの参加者数 人 0 

　更別村内の若い世代を中心に、あらゆる世代の村内外の人々が『出会い』『交流し』『居場所ができること』で、更別村への人の流れを創出するため、３
つの取り組みを実施する。①更別村の特産品や、特色のある料理づくりやJA更別と実施する農業体験会を通じて出会いの場をつくるため、特別な人間
関係の構築を行う。本事業を実施することで、日常的な付き合いや表面的な関係を超えた、深い信頼と強い絆で結ばれた関係を生む。②更別村内の既
存ストックを活用し、村内で新たなことに取り組みたい人を呼び込むため、既存ストックの利用方法の転換を行い魅力的な場所や交流機会の創出する。
本村の公共施設には、「農村環境改善センター」や「ふるさと館」などがある。いずれの施設も利用率は限定的で、多様な利用はなされておらず、村民に
多様な使い方による魅力があることを周知できていない。本事業では、このような魅力的な場の利用率を向上するために村内外の方に公共施設を活用
した民間企業による収益事業を提供することで、村内外の方に村内の公共施設の魅力を示し、本事業で実施する事業以外の事業にも活用いただき公
共施設の利用率を向上させる。③先進デジタル技術を持つ企業が提供するエンターテインメントを介して観光客を呼び込み関係人口を増やすため、先進
デジタル技術を用いた新しい出会いの創出と知見の深化事業を行う。

概ね問題なく事業を推進しており、各
事業実施内容スケジュール・ＫＰＩに
ついて改善・修正等の意見なし。



現況・課題

本事業の1年目の現況・課題として事業実施内容ごとに、以下の内容を整理する。
①：料理教室や商品開発の協議、新聞掲載による道内への発信力が進展したが、イベントの参加人数の不足、継続的な情報発信力の強化が今後の課題であ
る。
②：宣材動画の作成により本事業の認知向上を図り、SNS講座では喫茶店の情報発信力が強化された。また、デジタルスナックにより住民間の交流促進が実
現した。一方で、イベントの参加人数が不足しており、継続的な情報発信力の強化が今後の課題である。
③：ドローン体験会や3D空間によるデジタルアート展示を通じて、デジタル技術を活用した観光客誘致と関係人口の拡大を図った。新たな来訪者層の関心を集
めつつある一方で、継続的な集客や地域住民との連携、体験機会の充実といった運営面での課題が浮上している。
まとめ：開催したイベントの多くを単独で実施しており、各イベント間での連携が不十分であった。そのため、全体としての統一感や継続的な取り組みの効果が
見えにくく、イベントの参加者も限定的であった。

阻害要因・分析・
対応

本事業の1年目の阻害要因・分析・対応として事業実施内容ごとに、以下の内容を整理する。
①：情報発信手段が限定的でSNS等を活用した継続的な広報が不十分であること、想定する参加層へのリーチ不足などが考えられる。
②：イベント参加人数が伸び悩む要因として、情報発信の継続性や対象層への効果的なリーチ不足が挙げられる。加えて、デジタル活用に対する住民側の関
心や理解の差、広報手段の限定も阻害要因となっており、これらが継続的な集客や関係人口の拡大を妨げていると考えられる。
③：継続的な集客や運営面での課題には、地域住民との連携不足や運営体制の継続性の弱さ、体験機会の時間的・内容の限定性が影響している。加えて、
発信力の弱さやターゲット層への訴求不足が阻害要因となり、イベントの広がりや定着に繋がりにくい状況が生じている。
まとめ：主な阻害要因としては、事業全体を俯瞰する体制や、各イベントの目的や対象が明確に共有されていなかったことが挙げられる。また、時間的リソース
の不足により、個別対応に追われた結果、全体的な戦略立案や連携の工夫が後回しになったことが連携を阻む要因となった。

今後の方針・
見直し

本事業の1年目の今後の方針・見直しとして事業実施内容ごとに、以下の内容を整理する。
①：今後は、SNSやWebメディアを活用した継続的かつ多面的な情報発信体制を整備し、イベントや地域の魅力をタイムリーに発信していくことが重要であると
考える。
②：今後は、SNSや地域メディアを活用した継続的な情報発信の強化により、イベントへの集客、既存ストックの活用方法を提示する。加えて、参加対象層の
ニーズを踏まえた広報戦略の見直しが必要である。また、住民向けにデジタル活用の理解を深める機会を設けることでイベント参加への機運を醸成する。
③：体験機会の内容や開催時間の多様化を進める必要がある。また、SNS等による情報発信の強化や、ターゲット層に応じた広報手法の工夫を行う。これによ
り、イベントの定着と関係人口の安定的な拡大を目指す。
今後は、ターゲット層に応じた広報手法の工夫やイベント同士の関連性を意識した企画運営を行い、テーマや目的に一貫性を持たせることで、より効果的な事
業展開を図っていく。



令和６年度デジタル田園都市国家構想交付金　効果・検証 【交付金種別】地方創生推進タイプ ※事業費等の単位は円

No 交付金対象事業名称 事業目的・概要

総合戦略の位置づけ

事業開始 事業終了

財源内訳

交付金 一般財源等

小計（ソフト） 375,000 375,000 187,000 188,000

合　　計 375,000 375,000 187,000 188,000

重要業績評価指標（KPI） 単位 事業開始前 KPI R2 R3 R4 R5 R6 累計増加分 夢大地さらべつ推進委員会評価

目標値 200 616 455 635 819 2,725

実績値 1,879 -291 1,246 1,087 819 4,740

目標値 200 250 356 430 567 1,803

実績値 1,363 568 344 -22 264 2,517

目標値 5 6 8 9 10 38

実績値 13 10 22 19 10 74

目標値

実績値

4
高校を核とした新たな人づくり・人の流れづくりプロジェク
ト

基本目標１、３

令和２年４月 令和７年３月

実施事業名 総事業費 交付金対象
経費

実施内容

ソフト
内訳１

【地域みらい留学】地方の魅力的な教育環境を全
国の先駆的な自治体と一体となって都市部へ届
けることで、地域の高校留学という選択肢をつくる

375,000 375,000 187,000 188,000

6月29日から30日の２日間、東京都内で行われた「地域みらい留学　高校進
学フェス2024」に参加し、更別農業高校に在学する高校生から学校紹介を
することにより、地域や高校の魅力を伝えることができた。

ソフト
内訳２

ソフト
内訳３

ソフト
内訳４

1 「高校を核とした関係人口」の数 人 2,360

2 「都市部での地方高校全国説明会」参加者数 人 2,093

3 「共学共創ネットワーク」参加自治体・学校数 団体 55

現況・課題

高校進学フェス参加者から令和７年度入学希望者（受験者）は１名と低い結果となった。

阻害要因・分析・
対応

都市部からの入学の際、学校生活の他に週末の過ごし方について不安を持っている生徒及び保護者がいる。
そのため、高校と連携し生徒の週末の過ごし方についての対応について検討する必要がある。

今後の方針・
見直し

地域みらい留学への参画を当分の間継続して行い、都市部からの入学者確保に向けた取組みを支援していく。
その他課題となっている内容について学校等と協議を進める。

　地方の高校進学の推進に向けて、都市部において、中学生親子が全国の地域留学在校生・卒業生・保護者の生の声を聞くことができる全国合同説明
会に参加する。(一財)地域・教育魅力化プラットフォームが東京、大阪、名古屋、福岡で開催する「地域みらい留学フェスタ」負担金の支出を行い、フェス
タでは、地方の学校説明ブースや、「生徒が語る地域みらい留学」「保護者が語る地域みらい留学」セミナー等を実施する。

概ね問題なく事業を推進しており、各
事業実施内容スケジュール・ＫＰＩに
ついて改善・修正等の意見なし。


